
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年３月１５日               NO,６４４ 

 

      根利牧場 

 根利牧場は、牛乳を飲むという 

ことが日本で珍しかった明治１４ 

年（１８８１）に林貞治郎と鈴木 

喜左衛門らが発起人となり、根利 

牧社という牧場経営に着手したの 

がはじまりで、利根沼田地方におけるはじめての乳牛の飼育

といわれ、経営者の交代や戦後の一時期に休牧したことはあ

りますが、１００年以上の歴史のある牧場です。 

 現在は東毛酪農協同組合が経営し、敷地の広さ５３㌶（東

京ドーム約１１個分の広さ）、牛にストレスを与えないよう

約３０頭の牛が自然のなかでゆったりと育てられています。 

 夏は牛が青草を食べるので牛乳はさっぱりした風味にな

り、青草のなくなる晩秋から春にかけては乾草を食べるので

濃厚な牛乳になるといわれています。 

         高戸谷の福寿草 

高戸谷の日当たりのよい斜面などには、毎年３月上旬ごろ

から福寿草が咲きはじめるとこ

ろがあります。 

            この福寿草は人が植えたもの

ではなく、自然に生え始め、年々

増えていったそうで、高戸谷に春

の訪れをつげてくれます。 
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 大東議員と井之川議員は１１日、「新型コロナウイルスの感染症」対策

の要望書を市長と教育に提出しました。 

           要望書では、新型コロナウイルスの影響で打撃を

受けている中小企業、商店などへの財政的支援をお

こなうことや一斉休校による子どもの安全ない場

所確保やケアの充実など７項目を要望しました。 

           教育長は、子どもたちの状況を把握し、必要な対

応をおこなうようしたいと話しました。 

 群馬県内で新型コロナウイルス感染者が確認されたこ

とから沼田市では、子ども広場、歴史資料館、市内すべ

ての体育施設などが休館、利用中 

止になりました。 

 市立図書館は、貸し出しと返却 

はおこなわれていますが、滞在す 

る利用は休止されました。 

 利用中止、休館となっている市 

有施設は、市のホームページで公 

表されています。 

 テラス沼田１階西側のスーパーが出展する予定だった

場所に、新たに出店する店舗等がなかったことから市で

は、この場所を多目的ホールとして活用することを決め、

内装などの工事費３，８００万円が可決されました。 

               市では踊りやダンスな

どの練習、音楽の練習な

どに活用することを予定

しています。 

               工事は床を張り、エア

コン設置、簡易なステー

ジをつくる予定です。 

 ３月定例市議会の一般質問で大東議員が、広島、長崎の被爆２世木の植

樹や平和行政の推進を求めたのに対し市長は、「市民が平和の尊さと戦争の

悲惨さを考えるきっかけとなるよう、被爆２世のアオギリと被爆２世のク

スノキを新年度に植樹する」と答えました。 

 新年度では新たに、「私の八月十五日」の 

パネル展を新たに開催することや昨年開催 

した、被爆体験記朗読会を新年度も開催し、 

平和行政を推進する考えを示しました。 

 被爆２世のアオギリと被爆２世のクスノ 

キは、現在テラス３階に展示されています。 

 

 


